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2016年2月の世界学生スキー

オリエンテーリング大会参

加は今後のオリエンテーリ

ング界飛躍のための第一歩 
 

 

国際マルチスポーツイベント 
世界的な広がりをもつスポーツの証

のひとつが、オリンピック競技として

実施されることだ。オリエンテーリン

グもオリンピック入りを目指している

が、まだ道なかばである。 

 

このような各種スポーツが一堂に会

した国際競技会が「国際マルチスポー

ツイベント」だ。この種目に採用され

ることが、そのスポーツの元気のバロ

メータにもなるし、多くの人にそのス

ポーツを知ってもらえる機会となる。 

 

JOC が派遣するイベント 
オリンピックは IOC（国際オリンピッ

ク委員会）が主催する行事。IOC主催の

マルチスポーツイベントは他にもあり、

ユースオリンピックもその一つだ。 

IOC や AOC（アジアオリンピック委員

会）主催大会の日本代表団は JOC（日本

オリンピック委員会から）派遣される。

派遣の有無や選手選考は JOC が決定す

る。派遣費用も JOCが負担する。 

基本的に JOC が派遣するのはマルチ

スポーツイベントの日本選手団だけな

のだ。 

 

対応が分かれる FISU イベント 
FISU（国際学生スポーツ連盟）が主

催するイベントに対して JOC の対応は

一つではない。というもの、FISU 主催

の国際大会は、国際マルチスポーツイ

ベントと国際競技別イベントを 1 年交

代で実施しているからである。 

ユニバーシアード 
ユニバーシアードは 2 年に 1 回、西

暦の奇数年に開催される国際マルチス

ポーツイベントである。夏季と大会と

冬季大会が開催されている。 

日本選手団の派遣は JOC が行ってい

る。 

残念ながらオリエンテーリングはま

だユニバーシアードで開催されたこと

はない。 

 

 

世界学生大会 
FISU 主催で、競技別の世界学生大会

はユニバーシアードが開催されない年

に行われている。（2年に 1回） 

フットオリエンテーリングも開催さ

れている。国際マルチスポーツイベン

トではなく、オリエンテーリング競技

の単独開催である。 

こうした競技別に行われる世界学生

スポーツ文化として進化しよう 
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選手権へ JOC は選手派遣を行わない。

JOC はエントリーの窓口となるだけで

あり、実際の派遣は各種国内競技団体

が行う。 

 

 

ここでちょっと余談 
余談ではあるが、ここ数年の間に、

日本学生オリエンテーリング連盟が

JOA（日本オリエンテーリング協会）に

加盟したこと、JOA が JOC の承認団体と

なったことによって、この部分の情報

の流れが良くなった。 

日本学連 → JOA → JOC → FISU 

 

今まではそれぞれの組織が公式な関

係を持っていなかった。それぞれの組

織の担当者がボランタリにエントリー

業務をおこなってくれていた。そのお

かげで、学生たちはオリエンテーリン

グ世界学生大会に参加できていただけ

であった。 

 

学生や愛好家の間で世界学生大会を

「ユニバ」と呼ばれているが、正確に

はユニバーシアード（国際マルチスポ

ーツイベント）と世界学生オリエンテ

ーリング大会（競技別国際大会）は全

く別のイベントである。 

 

 

JOC から派遣されなかった例 
2011 年 2月。冬季アジア大会（主催：

アジアオリンピック委員会）で、スキ

ーオリエンテーリングが正式種目とし

て実施された。だが日本選手団として

JOC からスキーオリエンテーリング選

手は派遣されなかった。 

この時は JOA が JOC に加盟していな

かった影響は大きい。出ればメダルは

確実だったたけに、残念な思いだった。 

 

 

再び巡ってくるチャンス 
2019 年冬季ユニバーシアード（開催

国ロシア）では、スキーオリエンテー

リングが正式種目として実施される。 

ここに選手を送ることができれば、

JOC が派遣する初めてのオリエンテー

リング選手ということになる。オリエ

ンテーリングが日本のメジャースポー

ツに向かって一歩階段を登ったことに

なるだろう。 

だが、派遣はそう甘くない。日本選

手の実力が伴わなければ、派遣されな

いリスクもかなりあるだろう。 

だが、国際マルチスポーツイベント

の種目になるということは、それだけ

世界的な盛り上がりを見せているとい

うことでもある。それが巡り巡って日

本国内での盛り上がりに少しでも繋が

ってくればと思う。 

オリエンテーリングの中ではフット

オリエンテーリングのほうがメジャー

ではあるが、国際マルチスポーツイベ

ントへの参加ではスキーオリエンテー

リングのほうが前を進んでいる。冬季

スポーツ競技は夏季競技とくらべて競

技数が少なく、競技者も少ないことが

理由である。 

 

 

2019 に向けた試金石 
冬季ユニバーシアード2019に先立っ

て、FISU 主催の世界学生スキーオリエ

ンテーリング大会が 2016年 2月に開催

されることになった。 

 

記念すべき第一回の世界学生大会に

どれだけの学生を派遣するすことがで

きるのかが2019年に向けた試金石とな

る。この実績なくして 2019 年のユニバ

ーシアード派遣はあり得ないだろう。 

 

 

上があるから面白い 
学生になってから競技を始める者が

多いオリエンテーリング競技において、

世界への道が開けているということは、

この競技を続けるうえで大きなモチベ

ーションになる。考えただけでちょっ

とワクワクする。 

そして実際の話、この世界学生大会

の日本代表選手を選考することをアナ

ウンスし始めてから、フキーオリエン

テーリングに意欲的に取り組んでくれ

る学生が目に見えて増えてきた。 

面白い競技であることが基本にある

が、さらに上を目指すことによって湧

きあがる競技への意欲が多くの学生を

かりたたせるようだ。 

 

 

波及効果は各方面に 
スキーオリエンテーリングのこうし

た活動を通じて日本のスポーツ関係者

といろいろと協力関係がでてくるだろ

う。こうした関係がスキーに限らず、

フットオリエンテーリング、MTBオリエ

ンテーリング、トレイルオリエンテー

リングにも活かせるかも知れない。 

スキーオリエンテーリング競技はこ

うした分野への切り込み隊なのだ。 

 

（木村佳司） 

 


